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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者のバイタルサイン情報を取得するためのデバイスであって、
　前記被検者の皮膚部分から検出される、前記被検者の第１のバイタルサインに関連する
第１のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする、第１の検出データのセットを表す画
像データを取得する、第１の検出ユニットを表す撮像ユニットであって、前記第１のバイ
タルサインは心拍数情報又は呼吸情報である、撮像ユニットと、
　前記被検者の前記皮膚部分とは異なる身体部分から検出される、前記被検者の第２のバ
イタルサインに関連する第２のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする第２の検出デ
ータのセットを取得する、第２の検出ユニットであって、前記第２のバイタルサインは心
拍数情報又は呼吸情報である、第２の検出ユニットと、
　フォトプレスチモグラフィの使用により、前記皮膚部分から検出される前記第１の検出
データのセットから、前記第１のバイタルサイン情報信号として前記被検者の心拍数信号
を抽出し、前記身体部分から検出される前記第２の検出データのセットから、前記第２の
バイタルサイン情報信号として前記被検者の前記身体部分の動きを表す動き信号を抽出す
る、分析ユニットと、
　前記第１のバイタルサイン情報信号と前記第２のバイタルサイン情報信号を組み合わせ
て、組合せバイタルサイン情報信号を取得する、処理ユニットと、
　前記組合せバイタルサイン情報信号から前記被検者の前記第１及び第２のバイタルサイ
ンのうちの少なくとも一方を抽出する、抽出ユニットと
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　を備える、デバイス。
【請求項２】
　前記撮像ユニットは、前記第１の検出ユニット及び前記第２の検出ユニットを表し、前
記被検者の皮膚部分から検出される、前記被検者の心拍数に関連する前記心拍数信号の抽
出を可能にする第１の画像データのセットと、前記被検者の身体部分から検出される、前
記被検者の呼吸情報に関連する前記動き信号の抽出を可能にする第２の画像データのセッ
トとを取得するために構成され、
　前記分析ユニットは、前記第１の画像データのセットから前記心拍数信号を、前記第２
の画像データのセットから前記動き信号を抽出するように構成され、前記動き信号は、呼
吸情報と心拍数情報との重なりを備え、
　前記処理ユニットは、前記抽出された心拍数信号の使用により、前記動き信号から前記
心拍数情報を少なくとも部分的に取り除くように構成され、
　前記抽出ユニットは、前記被検者の呼吸情報を、処理された動き信号から抽出するよう
に構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記処理ユニットは、ノッチフィルタ、特に前記心拍数信号に対して動的に適合可能な
フィルタウィンドウを備えるノッチフィルタを備え、該ノッチフィルタは、前記心拍数信
号によってトリガされ、前記動き信号から前記心拍数情報を少なくとも部分的に取り除く
ことを可能にする、
　請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記心拍数信号は、重畳する更なる呼吸情報を備え、前記分析ユニットは、前記心拍数
信号の使用により、更なる呼吸情報を抽出するように構成される、
　請求項２に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記分析ユニットは、前記心拍数信号から更なる呼吸情報を抽出することを可能にする
、前記心拍数信号の連続ウェーブレット変換を実行するように適合される、
　請求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記動き信号から抽出される呼吸情報を、前記心拍数信号から抽出される更なる呼吸情
報と比較する、比較ユニットを更に備える、
　請求項４に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記第２の検出ユニットは、前記被検者の前記第２のバイタルサインに関連する前記第
２のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする前記第２の検出データのセットを表す、
前記被検者の身体部分から検出されるセンサデータのセットを取得するためのセンサユニ
ットを備え、前記第１のバイタルサインと前記第２のバイタルサインは同一であり、
　前記処理ユニットは、第１の品質指標の使用により前記第１のバイタルサイン情報信号
に重み付けをし、第２の品質指標の使用により前記第２のバイタルサイン情報信号に重み
付けをして、前記重み付けされた第１のバイタルサイン情報信号と、前記重み付けされた
第２のバイタルサイン情報信号を組み合わせて、重み付けされたバイタルサイン情報信号
を取得するように構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記処理ユニットは、前記画像データのセットから前記第１の品質指標を、前記センサ
データのセットから前記第２の品質指標を導出するように構成される、
　請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記処理ユニットは、前記第１の品質指標を、前記画像データのセット及び／又は前記
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被検者の環境の環境データのうちの１つ以上の特徴から、特に前記被検者の照明の照明パ
ラメータと、第１のバイタルサイン情報信号の振幅、形状及び／又は可変の形状と、動き
アーチファクトのうちの１つ以上から導出し、前記第２の品質指標を、前記センサデータ
のセット及び／又は前記被検者の環境の環境データのうちの１つ以上の特徴から導出する
ように構成される、
　請求項７に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記センサユニットは、前記被検者のＥＣＧ情報を取得するための１つ以上の容量セン
サ及び／又は前記被検者の重さ情報を取得するための圧力センサを備える、
　請求項７に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記撮像ユニットは、前記第１の検出ユニット及び前記第２の検出ユニットを表し、前
記被検者の皮膚部分から検出される、前記被検者の呼吸情報に関連する第１の呼吸信号の
抽出を可能にする第１の画像データのセットと、前記被検者の身体部分から検出される、
前記被検者の呼吸情報に関連する第２の呼吸信号の抽出を可能にする第２の画像データの
セットとを取得するために構成され、
　前記処理ユニットは、第１の品質指標の使用により前記第１の呼吸信号に重み付けをし
、第２の品質指標の使用により前記第２の呼吸信号に重み付けをして、前記重み付けされ
た第１の呼吸信号を、前記重み付けされた第２の呼吸信号と組み合わせて、重み付けされ
た組合せの呼吸信号を取得するように構成される、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　被検者のバイタルサイン情報を取得するための方法であって、
　前記被検者の皮膚部分から検出される、前記被検者の第１のバイタルサインに関連する
第１のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする第１の検出データのセットを表す画像
データを取得するステップであって、前記第１のバイタルサインは心拍数情報又は呼吸情
報である、ステップと、
　前記被検者の前記皮膚部分とは異なる身体部分から検出される、前記被検者の第２のバ
イタルサインに関連する第２のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする第２の検出デ
ータのセットを取得するステップであって、前記第２のバイタルサインは心拍数情報又は
呼吸情報である、ステップと、
　フォトプレスチモグラフィの使用により、前記皮膚部分から検出される前記第１の検出
データのセットから、前記第１のバイタルサイン情報信号として前記被検者の心拍数信号
を抽出し、前記身体部分から検出される前記第２の検出データのセットから、前記第２の
バイタルサイン情報信号として前記被検者の前記身体部分の動きを表す動き信号を抽出す
るステップと、
　前記第１のバイタルサイン情報信号と前記第２のバイタルサイン情報信号とを組み合わ
せて、組合せバイタルサイン情報信号を取得するステップと、
　前記組合せバイタルサイン情報信号から前記被検者の前記第１及び第２のバイタルサイ
ンのうちの少なくとも一方を抽出するステップと
　を備える、方法。
【請求項１３】
　被検者のバイタルサイン情報を取得するための処理装置であって、
　フォトプレスチモグラフィの使用により、前記被検者の皮膚部分から検出される第１の
検出データのセットを表す画像データから、第１のバイタルサイン情報信号として前記被
検者の心拍数信号を抽出し、前記被検者の前記皮膚部分とは異なる身体部分から検出され
る第２の検出データのセットから、第２のバイタルサイン情報信号として前記被検者の前
記身体部分の動きを表す動き信号を抽出する、分析ユニットと、
　前記第１のバイタルサイン情報信号と前記第２のバイタルサイン情報信号とを組み合わ
せて、組合せバイタルサイン情報信号を取得する、処理ユニットと、
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　前記組合せバイタルサイン情報信号から前記被検者の第１及び第２のバイタルサインの
うちの少なくとも一方を抽出する、抽出ユニットと
　を備える、処理装置。
【請求項１４】
　被検者のバイタルサイン情報を取得するための処理方法であって、
　フォトプレスチモグラフィの使用により、前記被検者の皮膚部分から検出される第１の
検出データのセットを表す画像データから、第１のバイタルサイン情報信号として前記被
検者の心拍数信号を抽出し、前記被検者の前記皮膚部分とは異なる身体部分から検出され
る第２の検出データのセットから、第２のバイタルサイン情報信号として前記被検者の前
記身体部分の動きを表す動き信号を抽出するステップと、
　前記第１のバイタルサイン情報信号と前記第２のバイタルサイン情報信号とを組み合わ
せて、組合せバイタルサイン情報信号を取得するステップと、
　前記組合せバイタルサイン情報信号から前記被検者の第１及び第２のバイタルサインの
うちの少なくとも一方を抽出するステップと
　を備える、処理方法。
【請求項１５】
　コンピュータによって実行されると、該コンピュータに、請求項１２又は請求項１４に
記載の方法を実行させる、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検者のバイタルサイン情報、特に呼吸数及び／又は心拍数を取得するため
のデバイス、方法、処理装置、処理方法及びコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人のバイタルサイン、例えば心拍数（ＨＲ：heart　rate）又は呼吸数（ＲＲ：respira
tory　rate）のような呼吸情報（呼吸パラメータ）は、深刻な医療事象についての強力な
予測因子として機能し得る。この理由で、呼吸数及び／又は心拍数はしばしば、集中治療
室で、あるいは病院の一般病棟における日常的なスポットチェックで、オンラインでモニ
タリングされる。心拍数に加えて呼吸数は、最も重要なバイタルサインの１つである。Ｈ
ＲとＲＲの双方とも、直接的な身体接触を行わずに測定することはまだ難しい。現在の集
中治療室では、胸部インピーダンス・プレチスモグラフィ又は呼吸誘発性プレスチモグラ
フィが、依然として、ＲＲを測定する方法の選択肢であり、この場合、人の胸部及び腹部
の呼吸運動を区別するために、典型的に２つの呼吸用バンド（breathing　band）が使用
される。ＨＲは典型的に、被検者の胸に固定される電極の使用により測定され、この場合
、電極はケーブルを通してリモートデバイスに接続される。しかしながら、これらの邪魔
になる方法は、観察されている患者にとって不快で嫌なものである。
【０００３】
　さらに、邪魔にならない呼吸数の測定が、静的なビデオカメラの使用によって光学的に
達成される可能性がある。ビデオカメラは、画像のストリームで患者の胸部の呼吸運動を
キャプチャする。呼吸運動は、ある画像特徴の時間的な変調を生じ、変調の周波数は、モ
ニタされる患者の呼吸数に対応する。そのような画像特徴の例には、患者の胸の周囲に配
置される空間的な関心領域内の平均振幅、あるいは後続の画像内の関心領域の最大の空間
的な相互相関の位置が含まれる。
【０００４】
　さらに、１つ以上のビデオカメラが、リモートのフォトプレスチモグラフィ画像法の使
用により、ＨＲ、ＲＲ又は被検者の他のバイタルサインを、目立たずにモニタリングする
ために使用される。リモートのフォトプレスチモグラフィ画像法は、例えば非特許文献１
に説明されている。これは、皮膚内の血液ボリュームにおける時間的変化は、皮膚による
光の吸収の変化につながるということに基づいている。そのような変化を、皮膚領域の画
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像、例えば顔を撮影するビデオカメラによって登録することが可能であり、選択された領
域（典型的に、このシステムでは頬の部分）にわたるピクセル平均が計算される。この平
均信号の周期的な変化を見ることにより、心拍数及び呼吸数を抽出することができる。一
方で、リモートのＰＰＧの使用により患者のバイタルサインを取得するデバイス及び方法
の詳細を説明する、幾つかの更なる刊行物及び特許出願が存在する。
【０００５】
　したがって、動脈血の脈動は、光吸収における変化を生じる。光検出器（又は光検出器
のアレイ）で観察されるこれらの変化は、ＰＰＧ（フォトプレスチモグラフィ）信号（特
にプレス波（pleth　wave）とも呼ばれる）を形成する。血液の脈動は、鼓動している心
臓によって生じる、すなわち、ＰＰＧ信号内のピークは、心臓の個々の鼓動に相当する。
したがって、ＰＰＧ信号はそれ自体、心拍数信号である。この信号の正規化される振幅は
、異なる波長について異なり、一部の波長については、血液又は組織内で見られる血液酸
素化又は他の物質に応じることもある。
【０００６】
　さらに、バイタルサイン情報を取得するための邪魔にならない非カメラベースのシステ
ムも知られている。これらのシステムは、センサユニットを備える表面構造に基づいてお
り、そのようなセンサユニットは、被検者のバイタルサイン情報を取得するために被検者
に対して邪魔にならない接触を行う。そのようなシステムは、典型的には、被検者に近接
しているマットレス又は繊維構造物内に具現化される。センサユニットは典型的に、圧力
又は重み分布若しくはその時間依存の変化を測定するための圧力センサ、及び／又はバイ
タルサイン情報、特に心拍数に関連するＥＣＧ信号を測定するための誘導センサを備える
。
【０００７】
　カメラベースのシステムによって取得されるバイタルサイン情報の品質及び信頼性は、
画像のコントラストの適切な選択及び選択された関心領域によって影響される、入力画像
データの品質によって大いに影響される。
【０００８】
　さらに、被検者から反射又は放出される放射を表すキャプチャされた画像のストリーム
のような、取得される画像データは、一般的に、抽出すべき所望の信号に加えて、観察さ
れる対象物の変化する発光状態又は障害となる動きに起因するノイズのような、全体的な
障害からの更なる信号コンポーネントを備える。
【０００９】
　さらに、非カメラベースのシステムによって取得されるバイタルサイン情報の品質及び
信頼性は、被検者の動き及び／又は使用されるセンサの接触の問題といった、全体的な障
害による影響も受ける。
【００１０】
　カメラベースのシステムに関して、心拍数信号が重なる呼吸数信号又はその逆のような
、バイタルサイン信号の重なりも、呼吸情報の決定に悪影響を与える。
【００１１】
　バイタルサインのそのような重畳を、例えばカメラシステムが被検者の胸部の動きを観
察するときに測定することができ、この場合において、呼吸に起因する胸部の動きは、心
拍数信号に関連する運動、いわゆる心臓の振動記録が重なる。これらの重畳する信号は同
等の規模を有し、同等の周波数さえ有する可能性がある。これは、特に呼吸をしていない
期間の間に危険な状況を招く可能性がある。重なった心拍数信号に関連して、エラーが生
じる可能性がある。このような重なった心拍数信号は、無呼吸段階が存在するところで呼
吸数が検出されているという印象を与えかねない。
【００１２】
　特許文献１（WO　2012/140531　A1）は、人の呼吸運動を検出するための呼吸運動検出
装置を開示している。この検出装置は、人の放出及び／又は反射される電磁放射を検出し
、ここで、この電磁放射は、人の呼吸数に関連する連続又は離散的特徴の動き信号と、人



(6) JP 6461021 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

の動きに関連するか又は周囲条件に関連する他の動きアーチファクトを備える。この装置
は、所定の周波数帯域、共通の所定の方向、あるいは予測される振幅帯及び／又は振幅プ
ロファイルを考慮して異なる信号を区別することで、呼吸数信号を全体的な障害から分離
させるように適合されるデータ処理手段を考慮することによって、呼吸数の測定の信頼性
を向上させる。　
　特許文献２（WO　2011/127487　A2）は、生理的パラメータを測定するための方法及び
システムを開示する。この方法は、人の顔の画像のシーケンスをキャプチャし、ビデオの
フレーム内の顔の位置を識別し、顔を含む関心領域を確立する。ピクセルは、フレーム内
の関心領域内で、経時的な未加工のトレース（raw　trace）を形成する少なくとも２つの
チャネル値に分けられる。この未加工のトレースは、少なくとも２つの独立のソース信号
に分解される。ソース信号の少なくとも１つが処理されて生理的パラメータを取得する。
　
　特許文献３（WO　2009/124297　Al）は、Ａレーダーベースの生理的動きセンサを開始
する。ドップラー偏位信号を、センサによって受け取った信号から抽出することができる
。ドップラー偏位信号をデジタル化し、続けて処理して、１つ以上の被検体における心肺
運動に関連する情報を抽出することができる。この情報は、呼吸数、心拍数、呼吸又は心
臓活動に起因する波形、到着方向、異常又は奇異呼吸等を含むことができる。　
　特許文献４（US　5,630,422号）は、頭蓋を定める複数の連結された骨で脳頭蓋が構成
される、人間の被検者の頭蓋運動を検出して指示するための診断システムを開示する。こ
のシステムは、頭蓋の選択された骨の上に配置される赤外反射素子と、赤外光をテスト期
間中に放出する頭蓋に向けられる赤外ビデオカメラとを備え、赤外光が反射素子によって
反射され、ピックアップされて、カメラに関連付けられる画像分析器において、反射素子
の間の相対的な動きに関する情報を提供する２次元又は３次元の画像を生成する。この情
報は、知覚運動をテスト期間中の頭蓋運動を示すダイアグラムとして再構築するようにプ
ログラムされたコンピュータに供給される。筋肉運動の変化や呼吸及び心臓の拍動といっ
た、身体の他の動力学的にアクティブな部分からの動きの影響をなくすために、システム
内に含まれるものは、筋肉活動を測定し指示するよう、被検者の頭部及び胴体に置かれる
別個の電極素子に関連付けられるＥＭＧユニットである。被検者のＥＫＧをモニタする電
極も胴体上に置かれる、ＥＭＧ及びＥＫＧの指示は、頭蓋骨の運動の検出された動きが、
この運動のみを示すように読取値から減算される。
 
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】国際公開第2012/140531号パンフレット
【特許文献２】国際公開第2011/127487号パンフレット
【特許文献３】国際公開第2009/124297号パンフレット
【特許文献４】米国特許第5,630,422号明細書
【非特許文献】
【００１４】
【非特許文献１】Wim　Verkruysse、Lars　O.　Svaasand,及びJ.　Stuart　Nelson著、「
Remote　plethysmographic　imaging　using　ambient　light」、Optics　Express、Vol
.　16、No.　26,　２００８年１２月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　したがって、本発明の目的は、被検者のバイタルサイン情報を確実に取得するためのデ
バイス及び方法、並びに処理装置及び処理方法を提供することである。
【００１６】
　本発明の更なる目的は、被検者の呼吸情報、特に被検者の呼吸数を確実に取得するため
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のデバイス及び方法、並びに処理装置及び処理方法を提供することである。
【００１７】
　本発明の更なる目的は、より少ない労力で、特に低減された計算及び演算要件で所望の
信号の取得を容易にするという更なる改善点を提供する、検出された動き信号から被検者
の呼吸情報を抽出するためのデバイス及び方法、並びに処理装置及び処理方法を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の一般的な態様では、被検者のバイタルサイン情報を取得するためのデバイスが
提示され、このデバイスは、被検者の皮膚部分から検出される、被検者の第１のバイタル
サインに関連する第１のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする、第１の検出データ
のセットを表す画像データを取得する、第１の検出ユニットを表す撮像ユニットであって
、第１のバイタルサインは心拍数情報又は呼吸情報である、撮像ユニットと、被検者の身
体部分から検出される、被検者の第２のバイタルサインに関連する第２のバイタルサイン
情報信号の抽出を可能にする第２の検出データのセットを取得する第２の検出ユニットで
あって、第２のバイタルサインは心拍数情報又は呼吸情報である、第２の検出ユニットと
、フォトプレスチモグラフィの使用により第１の検出データのセットから第１のバイタル
サイン情報信号を抽出し、第２の検出データのセットから第２のバイタルサイン情報信号
として被検者の身体部分の動きを表す動き信号を抽出する分析ユニットと、第１のバイタ
ルサイン情報信号と第２のバイタルサイン情報信号とを組み合わせて、組合せバイタルサ
イン情報信号を取得する処理ユニットと、組合せバイタルサイン情報信号から被検者の第
１及び第２のバイタルサインのうちの少なくとも一方を抽出する抽出ユニットを備える。
【００１９】
　本発明の一般的な態様に係る実施形態では、被検者のバイタルサイン情報を取得するた
めの処理装置が提示され、この処理装置は、第１の検出データのセットから第１のバイタ
ルサイン情報信号を抽出し、第２の検出データのセットから第２のバイタルサイン情報信
号を抽出する分析ユニットと、第１のバイタルサイン情報信号と第２のバイタルサイン情
報信号とを組み合わせて、組合せバイタルサイン情報信号を取得する処理ユニットと、組
合せバイタルサイン情報信号から被検者の第１及び第２のバイタルサインのうちの少なく
とも一方を抽出する抽出ユニットを備える。
【００２０】
　本発明の一般的な態様の別の実施形態では、コンピュータプログラムが提供され、当該
コンピュータプログラムは、コンピュータにおいて実行されると、コンピュータに、被検
者のバイタルサイン情報を取得するための方法及び／又は処理方法のステップを実行させ
るプログラムコード手段を備える。
【００２１】
　先行技術に係る検出デバイスは、邪魔にならないデバイス（unobtrusive　device）と
邪魔になるデバイス（obtrusive　device）とにグループ化され得る。邪魔にならないデ
バイスは、典型的に、カメラシステム及び／又は邪魔にならないセンサを備えるセンサシ
ステムを備え、そのようなセンサは、観察される被検者から検出データを取得するための
容量センサ及び／又は圧力センサ等であり、バイタルサイン情報、特に心拍数情報及び／
又は呼吸数情報がこれらのセンサから抽出される。本発明者らは、公知の邪魔にならない
デバイスが、信頼性あるバイタルサインの測定値を生成することを部分的に失敗すること
があることに気付いた。そのような邪魔にならないデバイスによって測定されるバイタル
サインの品質は、典型的に、被検者の動き、乏しい環境的条件又は使用されるセンサの接
触の問題に関連するエラー信号に依存し、これは取得される信号の誤った解釈につながる
可能性がある。
【００２２】
　この理由で、処理ユニットは、第１のバイタルサイン情報信号と第２のバイタルサイン
情報信号とを組み合わせて、組合せバイタルサイン情報信号を取得するように構成され、
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この方法では、組合せバイタルサイン情報信号が、エラー信号により受ける影響は少ない
。この組合せバイタルサイン情報信号に基づいて、抽出ユニットは、被検者の第１及び第
２のバイタルサインのうちの少なくとも一方を抽出する。
【００２３】
　本発明の好適な実施形態が従属請求項において定義される。特許請求に係る処理装置、
方法及びコンピュータプログラムは、特許請求に係るデバイス及びその従属請求項で定義
されるものと同様及び／又は同一の好適な実施形態を有することを理解されたい。
【００２４】
　本明細書で使用されるとき「バイタルサイン」という用語は、被検者の生理的パラメー
タを指す。特に「バイタルサイン」という用語は、心拍数（ＨＲ）及び呼吸数（ＲＲ）を
備える。「パラメータ」又は「情報」という用語は、本明細書で使用されるとき、それぞ
れの「バイタルサイン」に関連する測定信号から抽出されている量（quantity）を指す。
【００２５】
　本発明の第１の態様において、被検者のバイタルサイン情報を取得するためデバイスは
、被検者の呼吸情報を取得するためのデバイスであり、このデバイスは、被検者の皮膚部
分から検出される、被検者の心拍数に関連する心拍数信号の抽出を可能にする第１の画像
データのセットと、被検者の身体部分から検出される、被検者の呼吸情報に関連する動き
信号の抽出を可能にする第２の画像データのセットとを取得するための撮像ユニットと；
第１の画像データのセットから心拍数信号を抽出し、第２の画像データのセットから動き
信号を抽出するように構成される分析ユニットであって、この場合において、動き信号が
呼吸情報と心拍数情報との重畳を備える、分析ユニットと；抽出された心拍数信号の使用
により、動き信号から心拍数情報を少なくとも部分的に取り除く処理ユニットと；被検者
の呼吸情報を、処理された動き信号から抽出する抽出ユニットを備える。
【００２６】
　本発明の第１の態様の実施形態では、被検者の呼吸情報を取得するための処理装置が提
示され、この処理装置は、被検者の皮膚部分から検出される、被検者の心拍数に関連する
心拍数信号の抽出を可能にする第１の画像データのセットから心拍数信号を抽出し、被検
者の身体部分から検出される、被検者の呼吸情報に関連する動き信号の抽出を可能にする
第２の画像データのセットから動き信号を抽出するように構成される分析ユニットであっ
て、この場合において、動き信号が呼吸情報と心拍数情報との重畳を備える、分析ユニッ
トと；抽出された心拍数信号の使用により、動き信号から心拍数情報を少なくとも部分的
に取り除く処理ユニットと；被検者の呼吸情報を、処理された動き信号から抽出する抽出
ユニットを備える。
【００２７】
　本発明の第１の態様の更なる実施形態では、コンピュータプログラムであって、当該コ
ンピュータプログラムがコンピュータにおいて実行されると、該コンピュータに、被検者
の呼吸情報を決定するための方法及び／又は処理方法のステップを実行させるプログラム
コード手段を備える、コンピュータプログラムが提供される。
【００２８】
　先行技術に係る検出デバイスは、邪魔にならないデバイスと邪魔になるデバイスとにグ
ループ化され得る。邪魔にならないデバイスは、典型的に、画像又は画像のストリームを
取得するためのカメラを備え、バイタルサイン情報、特に心拍数情報及び／又は呼吸数情
報が、このようなカメラから抽出される。邪魔にならないデバイスは、被検者、例えば患
者の身体に直接接触する検出器を備える。
【００２９】
　本発明者らは、従来技術による邪魔にならないデバイスが、信頼性あるバイタルサイン
の測定値を生成することを部分的に失敗することがあることに気付いた。そのような邪魔
にならないデバイスによって測定されるバイタルサインの品質は、典型的に、被検者の動
きに関連するエラー信号に依存し、これは取得される信号の誤った解釈につながる可能性
がある。しかしながら、バイタルサイン信号とエラー信号は通常異なる特徴を有するので
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、そのようなエラー信号を十分に区別又は取り除くことができることは既に知られている
。所望のバイタルサイン信号が、類似の特性、例えば類似の振幅及び／又は周波数を有す
る異なるバイタルサイン信号によって重畳される信号に関連するとき、別の問題が生じる
。本発明者らは、モニタされる被検者の病状又は重大な事象が見落とされる可能性がある
とき、これらの種類の信号が誤って解釈される可能性があることに気付いた。
【００３０】
　したがって、特にカメラベースの邪魔にならないモニタリングデバイスは、少なくとも
部分的に周期的な動き信号に関連する呼吸数を抽出することで失敗する。この場合におい
て、動き信号は、同様に周期的な心拍数信号によって重畳される。
【００３１】
　したがって、本発明の第１の態様によると、デバイスは、被検者の皮膚部分から検出さ
れる第１の画像データのセットを取得する撮像ユニットを備える。撮像ユニットは、第１
の検出ユニット及び第２の検出ユニットを表す。
【００３２】
　皮膚部分は、良好な血液循環を有する身体の領域である。これらの第１の画像データに
基づいて、観察されている被検者の心拍数に関連する心拍数信号を、特にリモートのフォ
トプレスチモグラフィ（ＰＰＧ）の分野で周知の方法を使用して抽出することができる。
これらの公知の方法は、人の皮膚領域の微妙な色の変化の分析を備えることができ、これ
らの微妙な色の変化は、心拍数に、あるいは異なる心臓関連の信号、とりわけ血液の酸素
飽和度に関連する。そのような方法は当技術分野で公知であり、例えばＰＰＧ信号から人
の心拍数情報を抽出するために一般に使用される。
【００３３】
　撮像ユニットは、被検者の身体部分から検出される、被検者の呼吸情報に関連する動き
信号の抽出を可能にする第２の画像データのセットを取得するように更に適合される。例
として、身体部分は、典型的に、人の胸部又は鼻であり、あるいは呼吸運動を検出するこ
とができる被検者の身体の他のエリアであってもよい。
【００３４】
　本発明の第１の態様に係る分析ユニットは、心拍数信号を第１の画像データのセットか
ら抽出するように適合され、この場合、上述の公知の方法を用いることができる。加えて
、分析ユニットは、第２の画像データのセットから動き信号を抽出するようにも適合され
、この場合、動き信号は、呼吸情報と心拍数情報の重畳を備える。理解されるように、動
き信号は加えて、被検者の動き又は邪魔になる周囲条件に関連する更なるエラー信号を備
える可能性があり、これらのエラー信号を、参照によってその全てが本明細書に組み込ま
れる特許文献１に記載される方法のような既知の方法により低減させることができる。こ
れらの方法は、例えば少なくとも部分的に周期的な信号、例えば呼吸数及び／又は心拍数
に関連する少なくとも部分的に周期的な信号を、非周期的な信号から区別するように適合
されるフーリエフィルタを更に備えることができる。非周期的な信号は、典型的に、周囲
条件又は被検者の動きに起因するエラー信号に関連する。また、フィルタウィンドウ、特
に所定の振幅、時間のカット及び／又はカットオフ周波数に適合されるフィルタウィンド
ウも考慮することができる。
【００３５】
　本発明の第１の態様に係る処理ユニットは、抽出された心拍数信号の使用により、動き
信号から心拍数情報を少なくとも部分的に取り除くために適合される。独立の心拍数信号
が第１の画像データのセットから抽出されるという事実は、動き信号に重なる心拍数情報
の除去をトリガするのに、この信号を使用することができるため、有利である。したがっ
て、第１の画像データのセットから抽出される心拍数信号の特徴、特に周波数、振幅及び
信号の形状を使用して、動き信号に重なる心拍数情報を決定し、続いて動き信号から心拍
数情報を取り除くことができる。
【００３６】
　重なった心拍数情報を動き信号から取り除くことは、本発明の重要な措置であるが、こ
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れは、無呼吸の間に被検者の呼吸に関連する動きが生じないときに、心拍数に関連する動
き信号が呼吸運動として誤って解釈される可能性があるからである。小さな子供はしばし
ば心拍数の周波数と同等に高い呼吸周波数を有するので、このことは、特に小さい子供を
モニタリングすることにより危険なものとなる可能性がある。さらに、心拍数信号によっ
て隠される未検出の無呼吸段階は、一般に危険な状況を招く可能性がある。
【００３７】
　本発明の第１の態様に係る抽出ユニットは、被検者の呼吸情報を、処理された動き信号
から抽出するように適合される。呼吸情報の抽出は、したがって、モニタリングされる被
検者の呼吸数に確実に関連する呼吸情報を取得する最後のステップである。
【００３８】
　本発明の更なる実施形態では、撮像ユニットは、少なくとも可視及び／又は赤外スペク
トル範囲の電磁放射を検出するための単一のカメラを備える。被検者を観察するとき、バ
イタルサイン信号、特に、心拍数信号及び呼吸情報に関連する信号を、例えば赤外光のよ
うな放出される放射光及び／又は例えば可視光のような反射される放射光のわずかな変化
から導出することができる。例えば特に赤外スペクトルで高感度なカメラの使用は、体温
を有する領域を周囲の物体から十分に区別することができるので有利であり得る。日常的
な用途では、主に可視光が検出され、分析される場合に適切である可能性がある。また、
周囲光の条件が非常に乏しい、人の睡眠時間の間における用途では、人から放出又は反射
される赤外光を検出することも有利であり得る。このために、通常の自然光又は人工光源
に加えて、分析中に更なる放射源を必要せず及び／又は考慮する必要がない。
【００３９】
　この実施形態は更に、ＲＧＢ、ｓＲＧＢ、Ｒｇ色度、ＨＳＶ、ＨＳＬ、ＣＨＹＫ、ＹＰ
ｂＰｒ、ＹＣｂＣｒ、ｘｖＹＣＣグループ及びこれらの組合せから選択される信号空間内
の信号をキャプチャするために構成されるカメラにおいて展開することも可能である。言
うまでもなく、可変の照明条件によりあまり影響されない信号を得るために、第１及び第
２の画像データのセットに正規化手段を適用することもできる。
【００４０】
　言い換えると、単一の画像又は一連の単一の画像を記録することができるカメラ、特に
十分な色深度を提供するビデオカメラ（いわゆるウェブカメラ及び／又はモバイルデバイ
スのカメラでもよい）を、関心対象の被検者を観察し、分析すべき第１及び第２の画像デ
ータのセットを取得（記録）するのに使用することができる。さらに、ｌｏｇＲＧＢのよ
うな、説明される信号空間タイプの導関数（derivative）も使用され得る。さらに、要求
される分析処理のためにより広いスペクトル基準を提供するよう、少なくとも部分的に、
幾つかの別個の信号空間を組み合わせることを想定することができる。
【００４１】
　本発明の別の実施形態によると、撮像ユニットは、第１の画像データのセットと第２の
画像データのセットを同時に取得するように構成される。心拍数信号の抽出を可能にする
第１の画像データのセットと、被検者の呼吸情報に関連する動き信号の抽出を可能にする
第２の画像データのセットとの双方を同時にモニタリングすることは、１つのカメラしか
必要としないので有利である。カメラは、被検者の皮膚部分と被検者の身体部分との双方
を覆う視野を備える。例として、被検者の胸部と被検者の顔がカメラの視野によって覆わ
れるように、カメラの視野を調整することができる。画像は、典型的に、２次元のマトリ
クスで配置される複数のピクセルを備える画像センサによって取得される。身体部分から
皮膚部分を明確に区別するために、双方の部分を相互から明確に区別するよう、空間的に
分離される検出ウィンドウを定義することができる。
【００４２】
　本発明の別の実施形態によると、処理ユニットは、心拍数信号によってトリガされ、心
拍数情報を動き信号から少なくとも部分的に取り除くのを可能にするノッチフィルタを備
える。ノッチフィルタは、望まない信号及び／又は信号コンポーネントを幾つかの重なっ
た信号から抑制及び／又は取り除く、単純かつ効果的な要素であり、その後、所望の信号
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を容易に抽出することができる。
【００４３】
　有利な実施形態によると、第２の画像データのセットは最初に、例えば離散及び／又は
連続フーリエ変換により時間領域から周波数領域に変換され、その後、フーリエスペクト
ルが分析される。第１の画像データのセットから抽出される心拍数を使用して、動き信号
の重なった部分である、心拍数情報に対してトリガすることができる。周波数領域で動き
信号を処理することは、心拍数に関連する信号部分を、心拍数信号によってトリガされる
ノッチフィルタによって切り取ることができるので有利である。理解されるように、心拍
数信号の導関数、例えば振幅及び／又は心拍数信号形状をトリガに使用することもできる
。後続のステップにおいて、クリーンな信号を周波数領域から時間領域に再び転換して、
一方、呼吸情報に関連する動き信号のみを残す。
【００４４】
　別の有利な実施形態によると、ノッチフィルタは、第１の画像データのセットの心拍数
信号に関連する時間領域の動き信号の部分を切り取るために適合される。
【００４５】
　後者の２つの実施形態に関して、ノッチフィルタは、必ずしも心拍数信号から導出され
る心拍数のみに対してトリガされるだけでなく、心拍信号の他の導関数、特に心拍数信号
の振幅又は信号形状に対してもトリガされることもある。
【００４６】
　更に有利な実施形態では、ノッチフィルタは、心拍数信号に対して動的に適合可能なフ
ィルタウィンドウを備える。心拍数の周波数及び振幅は典型的に時間に対して一定ではな
いので、ノッチフィルタのフィルタウィンドウを心拍数信号に対して適合する能力を有す
ることは重要である。心拍数は、例えば被検者の身体的活動によって及び／又は疾患によ
って影響される可能性がある。したがって、周波数及び／又は時間領域におけるフィルタ
ウィンドウのサイズは、可変の心拍数に対して十分に適合させることができる。
【００４７】
　本発明の別の実施形態によると、心拍数信号は、重畳する更なる呼吸情報を備え、分析
ユニットは、心拍数信号の使用により更なる呼吸情報を抽出するように構成される。撮像
ユニットによって検出される心拍数信号は、繰り返しのスムーズな双峰性の心臓パルス波
が、ＤＣコンポーネントと呼ばれる大きな一定のベースラインコンポーネント上に位置す
る信号である。この変調は、ＤＣベースライン変調と呼ばれ、呼吸サイクルを通して、心
拍数信号のベースラインＤＣ変調を生じる胸腔内圧の変化に続発する静脈還流に関連する
。吸気時の胸腔内圧の低下は、静脈還流を増加させる中心静脈圧における軽度の低下をも
たらす。反対のことが呼息時に生じる。より多くの血液が低圧力の静脈系から分流され、
静脈床が循環的にいっぱいになり流れ出ると、それに従って、ベースラインが変調される
。心拍数信号のパルス形状を修正する別の効果は、パルス振幅変調（ＰＡＭ）である。こ
の効果は、この呼吸の段階中のパルス振幅の低下を招く、呼気時の胸腔内圧の変化に起因
する低下した左室１回拍出量に基づく。パルスの形状とレートとの双方に影響する更なる
効果は、呼吸性洞性不整脈（ＲＳＡ：respiratory　sinus　arrhythmia）である。この効
果は、呼吸サイクルを通して生じる心拍数の変化に関連する。例えばＲＳＡの効果は、年
齢や疾患状態及び体力等を含む幾つかの要因によって影響される。したがって、心拍数信
号に重畳されるこれらの３つの主な呼吸変調は、被検者の人口にわたって様々な程度で存
在し得る。実際、一部の被検者については、１つの変調タイプのみが明確に観察され得る
。したがって、これらの変調タイプのうちの少なくとも１つを考慮して、更なる呼吸情報
を心拍数信号から抽出することができる。
【００４８】
　本発明の有利な実施形態によると、分析ユニットは、心拍数信号から更な呼吸情報を抽
出するのを可能にする、心拍数信号の連続ウェーブレット変換を実行するように適合され
る。一般的に知られる連続ウェーブレット変換は、呼吸情報、特に心拍数信号に重なる呼
吸数を、ＤＣベースライン、ＰＡＭ及びＲＳＡという３つの変調のうちの少なくとも１つ
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から抽出する簡単かつ効率的な方法である。代替として、変調された心拍数信号から呼吸
数情報を抽出するのに適した更なる公知の方法を、追加又は代替として考慮することがで
き、例えばそのような方法は、短時間フーリエ変換（ＳＴＦＴ）、ニューラルネットワー
ク及び／又は可変周波数複素復調方法（ＶＦＣＤＭ：variable　frequency　complex　de
modulation　method）を備える。
【００４９】
　本発明の別の実施形態によると、デバイスは、動き信号から抽出される呼吸情報と、心
拍数信号から抽出される更なる呼吸情報を比較する、比較ユニットを更に備える。比較ユ
ニットの使用により、動き信号から抽出される呼吸情報が正しい結果につながるか否かに
ついて、妥当性の照合を容易に実行することができる。理解されるように、動き信号から
抽出された呼吸情報を、心拍数信号から抽出される更なる呼吸情報によって照合すること
ができ、その反対も行うことができる。
【００５０】
　本発明の別の実施形態によると、デバイスは、皮膚部分及び身体部分を選択及び／又は
予め定義するのを可能にする情報を入力するためのユーザインタフェースを更に備える。
理解されるように、ユーザは、人の胸部及び顔が視野内に含まれるように、一方の手の上
に検出ユニットの視野を予め定義することができる。例として人が移動するときや、人が
布地又はブランケットによって少なくとも部分的に覆われるときに、被検者に関連するパ
ラメータは時間とともに変化する可能性があるので、これは概算である。一方、カメラの
視野は、観察されるべき部分とその背後との間の最適化されたアスペクト比を有するよう
に自動的に適合させることができる。この目的のために、被検者は、典型的に、最適な手
法で視野を適合させるのを可能にする、カメラによって検出可能な１つ以上のマーカー又
は方向インジケータを持つ。例として病院内では、マーカー又は方向インジケータは典型
的には、身体に、特に観察されるべき患者の皮膚又は身体部分に取り付けられる。したが
って、デバイスは、これらのマーカーを見つけるように適合されることが可能であり、皮
膚部分と身体部分の双方が視野内で上手く配置されるような方法で、その視野を適合させ
ることができる。一方、呼吸数を抽出するための正しい動き信号と、被検者の心拍数及び
／又は更なる呼吸情報を抽出するための正しい心拍信号を検出することができる。
【００５１】
　更に有利な実施形態によると、デバイスは、入力された情報及び／又は被検者に関連す
る情報に基づいて、皮膚部分及び身体部分を選択及び／又は予め定義するための初期化ユ
ニット（initializing　unit）を更に備える。初期化ユニットは、皮膚部分及び身体部分
を、例えばマーカーに基づいて及び／又は被検者に取り付けられた方向インジケータに基
づいて、選択及び／又は予め定義するために構成される。初期化デバイスは、デバイス、
特にカメラに対してフィードバックを与え、与えられた情報に基づいて所定の皮膚及び身
体部分に自動的に進むので、これ、抽出された呼吸情報から正しい結果を取得するための
簡単な方法である。したがって、視野の外の被検者の動きを避けることができる。
【００５２】
　本発明の第２の態様では、第１の検出ユニットが、被検者の第１のバイタルサインに関
連する第１のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする第１の検出データのセットを表
す画像データのセットを取得するための撮像ユニットを備え、第２の検出ユニットが、被
検者の第２のバイタルサインに関連する第２のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にす
る第２の検出データのセットを表す、被検者の身体部分から検出される第２のセンサデー
タのセットを取得するためのセンサユニットを備え、第１のバイタルサインと第２のバイ
タルサインは同一であり、処理ユニットは、第１の品質指標の使用により第１のバイタル
サイン情報信号に重み付けをし、第２の品質指標の使用により第２のバイタルサイン情報
信号に重み付けをして、重み付けされた第１のバイタルサイン情報信号と、重み付けされ
た第２のバイタルサイン情報信号を組み合わせて、重み付けされたバイタルサイン情報信
号を取得するように構成される。
【００５３】



(13) JP 6461021 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

　既に認識されるように、先行技術に係る検出デバイスは、邪魔にならないデバイスと邪
魔になるデバイスとにグループ化され得る。本発明者らによって発見されたように、邪魔
にならないデバイスによって測定されるバイタルサインの品質は、典型的に、被検者の動
きに関連するエラー信号、あるいは接触問題又は乏しい照明レベルのような他の周囲の不
完全性に依存する他のエラー信号に依存するので、そのような従来技術による邪魔になら
ないデバイスは、信頼性あるバイタルサインの測定値を生成することを部分的に失敗する
ことがある。
【００５４】
　これらの撮像ユニット及び／又はセンサユニットは、センサを備え、被検者に対して邪
魔にならないように接触し、これらの撮像ユニット及び／又はセンサユニットは、互いに
対して特有の不利な点と有利な点を備える。これらのユニットのうちの１つの利点の少な
くとも一部は、典型的に、他のユニットには同時に存在しないので、撮像ユニット及びセ
ンサデータによって取得されたデータを使用する場合のように、１つの固有のバイタルサ
インの抽出に向けて、相互に完全に独立なデータを使用することは有利なことである。し
たがって、撮像ユニットによって取得される第１のデータのセットと、センサユニットに
よって取得される第２のデータのセットが、第１及び第２の品質指標によって重み付けさ
れ、ここで、第１の品質指標及び第２の品質指標は、取得されるデータセットの信頼性に
依存する。したがって、重み付けされたバイタルサイン情報信号を取得することができ、
撮像ユニット及び／又はセンサユニットから取得される固有のデータセットの固有の不完
全性が考慮される。
【００５５】
　更に有利な実施形態によると、処理ユニットは、画像データのセットから第１の品質指
標を、センサデータのセットから第２の品質指標を導出するように構成される。画像デー
タのセットとセンサデータのセットを考慮することは、これらのデータが画像ユニットと
センサユニット及びその固有の不完全性に直接関連するので有利なことである。固有の品
質指標を、これらから直接導出することができ、撮像ユニット及びセンサユニットの固有
の不完全性が考慮される。
【００５６】
　理解されるように、データセットの典型的な不完全性は、撮像ユニット及び／又はセン
サユニットによって生じる測定アーチファクト、並びに／あるいは被検者自体によって生
じるか及び／又は乏しい照明レベルのような乏しい周囲条件によって生じるアーチファク
トに関連する。
【００５７】
　更に有利な実施形態によると、処理ユニットは、第１の品質指標を、画像データのセッ
ト及び／又は被検者の環境の環境データのうちの１つ以上の特徴から、特に被検者の照明
の照明パラメータと、第１のバイタルサイン情報信号の振幅、形状及び／又は可変の形状
と、動きアーチファクトのうちの１つ以上から導出し、第２の品質指標を、センサデータ
及び／又は被検者の環境の環境データのうちの１つ以上の特徴についてのセンサデータの
セットから導出するように構成される。品質指標を導出するために更なるデータセットが
必要とされないで画像データのセット及びセンサデータのセットから抽出される特徴を考
慮することは有利である。例として、乏しい照明レベルを有する場合、画像データのセッ
トから抽出されるバイタルサインは、乏しい照明レベルによって生じる乏しい信号品質を
有すると思われるので、画像データのセットから抽出されるバイタルサイン情報信号は、
センサデータのセットから抽出される同じバイタルサイン情報信号と比べて低い品質指標
を有するが、この場合、測定されるセンサデータのセットが、照明レベルによって影響さ
れることは全くない。
【００５８】
　デバイスの更に有利な実施形態によると、センサユニットは、被検者のＥＣＧ情報を取
得するための１つ以上の容量センサ及び／又は被検者の重み情報を取得するための圧力セ
ンサを備える。これらのタイプのセンサは、測定中に邪魔にならないので、容量センサ及
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び／又は圧力センサの使用は有利である。これらのセンサをマットレスや、被検者によっ
て着用される繊維構造物に統合することができる。
【００５９】
　品質指標は０と１の間の係数（因子）であり、使用される固有の値は、重み付けされる
バイタルサイン情報信号に関連する固有の基準値（reference　value）に依存する。基準
値は、特に、画像データから抽出されるバイタルサイン情報信号に関して、背景の照明レ
ベルに依存する可能性もある。品質指標は、バイタルサインが抽出される対象となる、固
有のバイタルサイン情報信号に乗算される係数として使用される。固有のバイタルサイン
情報信号を正しく組み合わせるのに使用される、異なる重み付けスキーム又はファジー論
理を使用することによって、画像化データ及びセンサデータから抽出される固有のバイタ
ルサイン情報信号に基づく組合せのバイタルサイン情報信号を取得することができる。
【００６０】
　本発明の第３の態様では、提案されるものは、被検者の皮膚部分から検出される、被検
者の呼吸情報に関連する第１の呼吸信号の抽出を可能にする第１の画像データのセットと
、被検者の身体部分から検出される、被検者の呼吸情報に関連する第２の呼吸信号の抽出
を可能にする第２の画像データのセットとを取得するための、第１の検出ユニット及び第
２の検出ユニットを表す撮像ユニットを備える。さらに、提案されるデバイスは、第１の
品質指標の使用により第１の呼吸信号に重み付けをし、第２の品質指標の使用により第２
の呼吸信号に重み付けをして、重み付けされた呼吸信号を、重み付けされた動き信号と組
み合わせて、重み付けされた組合せの呼吸信号を取得するように構成される処理ユニット
を備える。このようにして、より正確かつ信頼性のある呼吸情報を導出することができる
。実施形態においては、呼吸情報を更に取得するために、２つ以上のカメラを撮像ユニッ
トとして及び／又は幾つか又はより多くのセンサを使用することが可能であり、そのよう
な呼吸情報を組み合わせて、重み付けされた組合せの呼吸信号を取得してもよい。
【００６１】
　一般に、品質指標は０又は１の値を有してもよいことが認識されよう、すなわち、信号
は、重み付けの組合せに完全に（単独で）含まれるか、完全に除外されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下で説明される実施形態から明らかになり、その実
施形態との関連で説明され得る。図面は次の通りである。
【図１ａ】被検者のバイタルサイン情報を取得するためのデバイスの例示の実施形態を示
す図である。
【図１ｂ】本発明に従って、被検者の呼吸情報を取得するデバイスの更なる例示の実施形
態を示す図である。
【図２ａ】皮膚部分から検出される第１の画像データのセットから抽出される心拍数信号
の例示のグラフを示す図である。
【図２ｂ】身体部分から検出される第２の画像データのセットから抽出される動き信号の
更なる例示のグラフを示す図である。
【図３ａ】呼吸信号によって変調される心拍数信号の更に別の例示のグラフを示す図であ
る。
【図３ｂ】クリーンな心拍数信号の第１のセットと、クリーンな呼吸信号の第２のセット
とを示す図である。
【図４】本発明に従って、被検者の呼吸情報を取得するデバイスの第２の実施形態を示す
図である。
【図５】本発明に従って、被検者の呼吸情報を取得するデバイスの更なる実施形態を示す
図である。
【図６】本発明に従って、被検者のバイタルサイン情報を取得するデバイスの更なる実施
形態を示す図である。
【図７】本発明に従って、被検者のバイタルサイン情報を取得する処理フローを示す図で
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ある。
【図８】本発明に従って、被検者の呼吸情報を取得するデバイスの更なる実施形態を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００６３】
　図１ａは、本発明に従って被検者１２のバイタルサイン情報を取得するためのデバイス
１０の第１の例示の実施形態を示す。被検者１２は、ベッド１４に横たわっており、被検
者１２の頭は枕１６上に置かれ、被検者はブランケット１８で覆われている。デバイス１
０は、被検者１２の第１のバイタルサインに関連する第１のバイタルサイン情報信号４ａ
の抽出を可能にする、第１の検出データのセット３ａを取得するための第１の検出ユニッ
ト２ａを備える。デバイス１０は、被検者１２の第２のバイタルサインに関連する第２の
バイタルサイン情報信号４ｂの抽出を可能にする、第２の検出データのセット３ｂを取得
するための第２の検出ユニット２ｂを備える。
【００６４】
　第２の検出ユニット２ｂは、ベッド１４内に置かれており、この場合、被検者１２は第
２の検出ユニット２ｂ上に横たわり、第１の検出ユニット２ａは、被検者１２に対してリ
モートの位置にある。理解されるように、第２の検出ユニット２ｂを、ブランケット１８
や枕１６といった繊維構造物内に統合することもでき、あるいは被検者１２によって着用
される繊維製品に統合することもできる。
【００６５】
　デバイス１０は、第１のバイタルサイン情報信号４ａを第１の検出データのセット３ａ
から抽出し、第２のバイタルサイン情報信号４ｂを第２の検出データのセット３ｂから抽
出するために分析ユニット５を更に備える。
【００６６】
　デバイス１０は、第１のバイタルサイン情報信号４ａと、第２のバイタルサイン情報信
号４ｂとを組み合わせて、組合せバイタルサイン情報信号７を取得する処理ユニット６を
更に備える。
【００６７】
　デバイス１０は、被検者１２の第１及び第２のバイタル信号のうちの少なくとも一方を
、組合せバイタルサイン情報信号７から抽出するための抽出ユニット８を更に備える。
【００６８】
　分析ユニット５、処理ユニット６及び抽出ユニット８を、別個の要素（例えばプロセッ
サ又はソフトウェア機能）によって実装することができるだけでなく、共通の処理要素に
よって表して、実装することもできる。詳細な実施形態において提案されるデバイスは、
以下で説明される。
【００６９】
　図１ｂは、本発明に従って、被検者１２の呼吸情報を取得する更なる例示の実施形態の
デバイス１０ａを示す。デバイス１０ａは、被検者の皮膚部分２４から検出される第１の
画像データのセット２２を取得し、被検者１２の身体部分２８から検出される第２の画像
データのセット２６を検出するための撮像ユニット２０を備える。この第１の実施形態に
おいて、皮膚部分２４は被検者１２の額であり、身体部分２８は被検者１２の胸部である
。理解されるように、更なる実施形態では、皮膚部分２４は、被検者の腕又他の検出可能
な皮膚のエリアとすることもでき、身体部分は、被検者１２の口及び／又は鼻を含むこと
もできる。
【００７０】
　デバイス１０ａは、心拍数情報に関連する心拍数信号３２（図２と対比されたい）を、
第１の画像データのセット２２から抽出するように適合される分析ユニット３０を更に備
える。分析ユニットは更に、第２の画像データのセット２６から動き信号３４を抽出する
ようにも適合され、動き信号３４は被検者１２の呼吸情報に関連する。この実施形態及び
以下の実施形態において、呼吸情報は呼吸数又はその派生値(derivative)であり、心拍数
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情報は心拍数及び／又はその派生値である。
【００７１】
　デバイス１０ａは、第１の画像データのセット２２から抽出される抽出心拍数信号３２
の使用により、心拍数情報を動き信号３４から少なくとも部分的に取り除くように適合さ
れる処理ユニット３６を更に備える。デバイス１０ａは、処理ユニット３６により処理さ
れている動き信号３４から、被検者１２の呼吸情報を抽出する抽出ユニット３８を更に備
える。
【００７２】
　分析ユニット３０、処理ユニット３６及び抽出ユニット３８を別個の要素（例えばプロ
セッサ又はソフトウェア機能）によって実装することができるだけでなく、共通の処理装
置によって表し、実装することもできる。
【００７３】
　この設定において、撮像ユニット２０は、リモートの距離に、例えばベッド１４が置か
れている部屋の天井や壁に取り付けられる。光源４０が、このシーンを照明し、十分な画
像コントラストを保証するために存在する可能性がある。一実施形態において、撮像ユニ
ット２０は赤外カメラとすることができ、光源４０は赤外光源とすることができる。理解
されるように、更なる実施形態において、カメラは、可視又は赤外スペクトル範囲の光を
検出するように適合され、光源は赤外及び／又は可視スペクトルの範囲の光を放出するよ
うに適合され得る。この実施形態では、被検者１２及び撮像ユニット２０は、互いに対し
て相対して配置される。撮像ユニット２０及び／又はカメラは、原理上、被検者１２に対
して任意の方向に向けることができることを理解されたい。
【００７４】
　図２ａは、被検者１２の額の断面図を挿入画として示す図であり、この場合、撮像ユニ
ット２０は、皮膚部分２４から第１の画像データのセット２２を検出する。分析ユニット
３０によって抽出される、抽出心拍数信号３２が図２ａにグラフとして示されている。図
２ｂでは、被検者１２の身体部分２８が挿入画として示されている。図２ｂに示されるグ
ラフでは、分析ユニット３０によって第２の画像データのセット２６から抽出される動き
信号３４が示されている。
【００７５】
　動き信号３４は、第１のセクション４２と第２のセクション４４に分割される。第１の
セクション４２では、被検者１２の呼吸運動に関連する典型的な信号が与えられる。第１
のセクション４２によって定義される第１の時間間隔では、人は定期的に呼吸をする。第
２のセクション４４では、観察される被検者１２は、無呼吸の段階を有する。しかしなが
ら、動き信号の部分を観察することができる。この動き信号の部分は、心拍数情報に関連
する、言い換えると、いわゆる心臓の振動記録（cardiac　seismogram）のような、心拍
数アーチファクト４５に関連する。理解されるように、心臓の振動記録と、被検者１２の
呼吸に関連する動き信号３４の部分は、時間内で必ずしも明確に分離される必要はない。
双方の信号が、特定の時間間隔にわたって重なり合うことが典型的である。
【００７６】
　処理ユニット３６は、図２ｂ内に示されるグラフの上の部分において、動き信号３４内
の第２のセクション４４内の重畳する心拍数アーチファクト４５を取り除くために、図２
ａ内に示される心拍数信号３２を使用する。クリーンな動き信号４８を取得するために、
処理ユニット３６は、心拍数信号３２に適合され、かつ心拍数アーチファクト４５に関連
する部分を切り取る、ノッチフィルタ４６を備える。クリーンな動き信号、言い換えると
、呼吸情報に関連するクリーンな呼吸信号４８も、図２ｂのグラフの下の部分に示されて
いる。クリーンな動き信号４８の第２のセクション４４から、人の無呼吸の間は動きに関
連する呼吸が検出されないとはっきりと明確に解することができる。理解されるように、
グラフの最初の列の動き信号３４のセクション４４内に示される心拍数アーチファクト４
５を取り除くために、時間及び／又は周波数領域内でノッチフィルタを使用することがで
きる。心拍数信号３２から抽出される幾つかのパラメータを使用して、重畳する心拍数ア
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ーチファクト４５、例え心拍数を識別することができ、心拍数信号３２及び／又はその派
生物の形状を考慮することができる。例えば心拍数信号３２の周波数又は２つの鼓動の振
幅の間の時間間隔（図２ａと対比されたい）を考慮して、心拍数アーチファクト４５を識
別し、動き信号３４からこれを取り除くことができる。
【００７７】
　第２のセクション４４を更に、ノッチフィルタ４６のフィルタウィンドウ４７を定義す
るのに使用して、被検者１２の呼吸に関連する動き信号３４から心拍数アーチファクト４
５を別個に分離する及び／又は取り除くことを可能にすることができる。この実施形態で
は、フィルタウィンドウ４７は、正確な時間間隔及び／又は振幅の高さを選択することに
より調整され得る。周波数領域でノッチフィルタ４６を使用するとき、フィルタウィンド
ウ４７が心拍数周波数に対応するよう、あるいはフィルタウィンドウ４７が予め定義され
た許容差内で設定され得るよう、フィルタウィンドウ４７を選択することができる。加え
て、フィルタウィンドウ４７を更に、心拍数信号３２の振幅の高さに適合させることがで
きる。
【００７８】
　図２ｃに示されるグラフでは、図２ｂの第１のセクション４２に示される動き信号３４
及びクリーンな動き信号４８がより詳細に示されている。第１のセクション４２のより拡
大されたビューから、被検者１２の呼吸中に心拍数アーチファクト４５が存在しているこ
とがわかる。心拍数アーチファクト４５は、動き信号３４上に重なる。上述の方法に従っ
て心拍数アーチファクト４５から動き信号３４をクリーンにした後、クリーンな動き信号
４８が残る。
【００７９】
　図３及び図４は、本発明に従って、被検者１２の呼吸情報を取得する更なる実施形態の
デバイス１０ｂを示している。図４に示される実施形態は概ね、図１に示される実施形態
に基づいている。図３ａに示される心拍数信号３２ａは加えて、被検者１２の呼吸数に関
連する、重なった更なる呼吸信号４８ａを備える。この更なる呼吸信号４８ａは、グラフ
内では破線で示されており、いわゆるベースラインＤＣ変調である。この変調は、被検者
１２の呼吸によって変調されている静脈圧における変化に関連する。心拍数信号３２ａを
、図３ｂの上の部分に示されるクリーンな心拍数信号３２ｂと、図３ｂの下の部分に示さ
れる更なる呼吸信号４８ａへと分けることができる。３段目に示されるグラフに、被検者
の身体部分２８から検出されるクリーンな呼吸信号４８が示されている。
【００８０】
　クリーンな心拍数信号３２ｂ及び更なる呼吸信号４８ａへの心拍数信号３２ａの分離は
、図４に示される本発明の更なる実施形態に従って、分析ユニット３０ａによって実行さ
れる。したがって、分析ユニット３０ａは、更なる呼吸信号４８ａを呼吸情報として考慮
する、心拍数信号３２ａの連続ウェーブレット変換を実行するように適合される。理解さ
れるように、示されるベースライン変調は、呼吸数インジケータとして考慮される可能性
がある、呼吸情報のうちの１つの可能性あるタイプに過ぎない。パルス振幅変調（ＰＳＡ
：pulse,　amplitude　modulation）及び／又は呼吸性洞性不整脈（ＲＳＡ：respiratory
　sinus　arrhythmia）といった更なる呼吸情報も考慮して、心拍数信号３２ａをクリー
ンな心拍数信号３２ｂと呼吸信号４８ａに分離することができる。第２の画像データのセ
ット２６から抽出される、身体部分２８から検出されている第１の呼吸信号４８を、第１
の画像データのセット２２から抽出される、被検者１２の皮膚部分２４から検出されてい
る更なる呼吸信号４８ａと比較するために、比較ユニット５２が提供される。比較ユニッ
ト５２は、第１の呼吸信号４８と更なる呼吸信号４８ａを比較し、その結果を別のリモー
トデバイス（図示せず）に報告するように適合される。加えて、第１の呼吸信号４８及び
第２の呼吸信号４８ａが互いに対して有意な差（significant　difference）を備える場
合にはアラームを与える、アラーム機能を提供することができ、ここで有意差は、例えば
被検者１２に関連するか又はデバイス１０ｂのユーザによって予め定義される条件に関連
する、所定のパラメータから導出される。
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【００８１】
　図５は、本発明に従って、被検者１２の呼吸情報を取得するための更なる実施形態のデ
バイス１０ｃを示す。デバイス１０ｃは、被検者１２の皮膚部分２４及び身体部分２８を
選択及び／又は予め定義するのを可能にする情報を入力するためのユーザインタフェース
５４を更に備える。撮像ユニット２０は、破線で描かれている特定の視野５６を備える。
視野５６は、皮膚部分２４及び身体部分２８の少なくとも一部が撮像ユニット２０によっ
て検出され得るように、ユーザによって選択され得る。
【００８２】
　更なる実施形態では、撮像ユニット２０はまた、ベッド１４に横たわっている被検者１
２の口又は胸部のみを覆うより小さな視野に、視野を集中させることができるようにも適
合され得る。これは、例えば撮像ユニット２０に取り付けられるズーム対象（zoom　obje
ctive）によって行われることがある。更なる実施形態では、撮像ユニット２０をモータ
によって制御して、例えば被検者１２の胸部に、あるいは前額部や腕及び／又は潜在的に
関心のある身体の他の部分に、視野を適合させることができる。本実施形態によると、デ
バイス１０ｃは更に、入力された情報及び／又は被検者１２に関連する情報に基づいて、
皮膚部分２４及び身体部分２８を選択及び／又は予め定義するための初期化ユニット５８
を備える。初期化ユニット５８は、ユーザインタフェース５４を介して入力される情報を
使用し、かつ／又は被検者１２自体に関連する情報を使用するように適合される。皮膚部
分２４及び身体部分２８を選択及び／又は予め定義するため、あるいはその位置を特定す
るためにも、マーカー６０ａ、６０ｂを提供して特定の関心領域を選択する。これらのマ
ーカーは、皮膚部分２４及び／又は身体部分２８を予め定義するようポインタを提供して
もよい。
【００８３】
　図６は、本発明に従って、被検者１２のバイタルサイン情報を取得するための別の実施
形態のデバイス１０ｄを示す。デバイス１０ｄは、被検者１２の皮膚部分２４から及び被
検者１２の身体部分２８から検出される、画像データのセット２２ｄを取得するための撮
像ユニット２０ｄを備える。この実施形態において、皮膚部分２４は被検者１２の前額部
であり、身体部分２８は被検者１２の胸部である。理解されるように、更なる実施形態で
は、皮膚部分２４は被検者の腕又は他の検出可能な皮膚エリアとすることもでき、身体部
分は、被検者１２の口及び／又は鼻を含むこともできる。
【００８４】
　デバイス１０ｄは、容量センサ６４ａ、６４ｂ、６４ｃ、６４ｄ及び圧力センサ６６ａ
、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄを備える第２の検出ユニット６２を更に備える。容量センサ６
４ａ、６４ｂ、６４ｃ、６４ｄ及び圧力センサ６６ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄは、ベッ
ド１４内に配置されて、バイタルサイン情報、特に被検者１２の心拍数及び／又は呼吸数
に関連する信号を検出するように構成される。理解されるように、容量センサ６４ａ、６
４ｂ、６４ｃ、６４ｄ及び／又は圧力センサ６６ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄを、ブラン
ケット１８又は枕１６のような繊維構造物に統合することもでき、あるいは被検者１２に
よって着用される繊維製品に統合することもできる。呼吸数又は関連するバイタルサイン
情報は、被検者１２によって生じる、圧力センサ６６ａ、６６ｂ、６６ｃ、６６ｄから検
出される絶対圧又は圧力の変化から導出される。心拍数又は関連するバイタルサイン情報
は、容量ＥＣＧ測定からわかるような、被検者１２の心臓の活動によって生じる局所電場
内の変化によって検出される。センサデータ６８ａが容量センサ６４ａ、６４ｂ、６４ｃ
、６４ｄから受け取られ、更なるセンサデータ６８ｂが圧力センサ６６ａ、６６ｂ、６６
ｃ、６６ｄから受け取られ、センサデータ６８ａ、６８ｂは分析ユニット３０ｄに転送さ
れる。理解されるように、センサデータ６８ａ及び６８ｂは、図１ａに示されるような第
２の検出データのセット３ｂを表す。
【００８５】
　分析ユニット３０ｄは、第１のバイタルサイン情報信号４ａを画像データのセット２２
ｄから抽出し、第２のバイタルサイン情報信号４ｂをセンサデータ６８ａから抽出するよ
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うに適合される。第１のバイタルサイン情報信号４ａ及び第２のバイタルサイン情報信号
４ｂは冗長であり、被検者１２の心拍数に関連する。理解されるように、第１のバイタル
サイン情報信号４ａ及び第２のバイタルサイン情報信号４ｂが同じバイタルサインに関連
する限りにおいて、呼吸数のような他のバイタルサインに関連する他のバイタルサイン情
報信号も考慮することができる。
【００８６】
　デバイス１０ｄは更に、撮像ユニット２０ｄから受け取った第１のバイタルサイン情報
信号４ａを、第２の検出ユニット６２から受け取った第２のバイタルサイン情報信号４ｂ
と組み合わせて、組合せのバイタルサイン情報信号７（図１ａと対比されたい）を取得す
る処理ユニット３６ｄを更に備える。処理ユニット３６ｄは、重み付けされた第１のバイ
タルサイン情報信号７０を受け取るために、第１の品質指標の使用により第１のバイタル
サイン情報信号４ａを重み付けし、重み付けされた第２のバイタルサイン情報信号７２を
受け取るために、第２の品質指標の使用により第２のバイタルサイン情報信号４ｂを重み
付けし、重み付けされた第１のバイタルサイン情報信号７０と、重み付けされた第２のバ
イタルサイン情報信号７２とを組み合わせて、組合せのバイタルサイン情報信号７（図１
ａと比較されたい）を表す、重み付けされたバイタルサイン情報信号７４を取得するよう
に構成される。
【００８７】
　第１のバイタルサイン情報信号４ａ及び第２のバイタルサイン情報信号４ｂを重み付け
するために使用される品質指標は、画像データのセット２２ｄと、第２の検出ユニット６
２から受け取られる第２の検出データ３ｂとから導出される。特に、第１及び第２の品質
指標は、被検者の照明の照明パラメータと、第１のバイタルサイン情報信号４ａの振幅、
形状及び／又は可変の形状と、検出ユニット６２によって検出される動きアーチファクト
とのうちの１つ以上を備える、画像データのセット及び／又は被検者１２の環境の環境デ
ータの１つ以上の特徴から導出される。さらに、信号対ノイズ比、特定のバイタルサイン
情報信号の可変性又は形状を更に考慮することができる。加えて、使用される電極の抵抗
も更に考慮することができる。
【００８８】
　デバイス１０ｄは、被検者１２の第１及び第２のバイタルサインのうちの少なくとも１
つを、重み付けされたバイタルサイン情報信号７４から抽出するための抽出ユニット３８
ｄを更に備える。
【００８９】
　分析ユニット３０ｄ、処理ユニット３６ｄ及び抽出ユニット３８ｄは、別個の要素（例
えばプロセッサ又はソフトウェア機能）によって実装されてもよいが、共通の処理装置に
よって表され、実装されることも可能である。
【００９０】
　この設定において、撮像ユニット２０ｄは、リモートの距離に、例えばベッド１４が置
かれている部屋の天井や壁に取り付けられる。光源４０が、このシーンを照明し、十分な
画像コントラストを保証するために存在する可能性がある。一実施形態において、撮像ユ
ニット２０は赤外カメラとすることができ、光源４０は赤外光源とすることができる。理
解されるように、更なる実施形態において、カメラは、可視又は赤外スペクトル範囲の光
を検出するように適合されることが可能であり、光源は赤外及び／又は可視スペクトルの
範囲の光を放出するように適合されることが可能である。この実施形態では、被検者１２
及び撮像ユニット２０ｄは、互いに対して相対して配置される。撮像ユニット２０ｄは、
原理上、被検者１２に対して任意の方向に向けることができることを理解されたい。例え
ば算術平均又は幾何平均のような重み付けスキームを使用して、第１の重み付けされたバ
イタルサイン情報信号７０と第２の重み付けされたバイタルサイン情報信号７２とを組み
合わせることにより、あるいは単に最大品質指標を有するバイタルサイン情報信号を取る
ことにより、重み付けされたバイタルサイン情報信号７４が受け取られる。
【００９１】
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　図７は、被検者のバイタルサイン情報を取得するための処理フローを示す。第１のステ
ップＳ１において、第１の検出データのセットが取得され、被検者の第１のバイタルサイ
ンに関連する第１のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする。第２のステップＳ２に
おいて、第２の検出データのセットが取得され、被検者の第２のバイタルサインに関連す
る第２のバイタルサイン情報信号の抽出を可能にする。第１の検出データのセットはバイ
タルサイン情報を含み、ステップＳ３において、このバイタルサイン情報から第１のバイ
タルサイン情報信号が抽出される。第２の検出データのセットは第２のバイタルサイン情
報を含み、、ステップＳ４において、この第２のバイタルサイン情報から第２のバイタル
サイン情報信号が抽出される。ステップＳ５において、第１のバイタルサイン情報信号と
第２のバイタルサイン情報信号を組み合わせて、組合せのバイタルサイン情報信号を取得
する。ステップＳ６において、第１及び第２のバイタルサインの少なくとも一方が、組合
せのバイタルサイン情報信号から抽出される。
【００９２】
　従来的なカメラベースの呼吸モニタリングは、被検者の胸部（又は腹部）エリアのわず
かな呼吸運動を測定することにより実現される。そのため、このモニタリングはビデオ内
のわずかな呼吸運動の検出に大いに依存する。動きベースの呼吸信号モニタリングは、特
定の場合における呼吸運動の検出の困難性に起因して、必ずしも常に信頼できるわけでは
ない。例えばＮＩＣＵ内の新生児は時々浅い呼吸をすることがあり、この場合、そのよう
な非常にわずかな呼吸運動を検出することは大変なことである。浅い呼吸の非常にわずか
な動きに対して十分な感度となるようアルゴリズムパラメータが調整される場合には、別
の問題が生じることがある：このアルゴリズムは、ノイズ（照明、カメラ等）からわずか
な呼吸の動きを区別することができない。例えば壁にポイントする場合、アルゴリズムは
、ノイズに起因して呼吸に似た信号を生成する可能性がある。
【００９３】
　呼吸信号をリモートに導出する別の方法は、ビデオから計算されるフォトプレスチモグ
ラフィ（ＰＰＧ）信号を処理することによる方法である。呼吸信号をＰＰＧから抽出する
ことができ、皮膚エリア内の変化を測定することによりＰＰＧ信号をリモートに導出する
ことができる（リモートＰＰＧ又はＲ－ＰＰＧと呼ばれる）ことは当技術分野で一般的に
知られている。本発明者らの最近の実験は、バイタルサインカメラから導出されるリモー
トＲＰＰＧ信号から呼吸信号を抽出することができることを示している。しかしながら、
Ｒ－ＰＰＧベースの呼吸モニタリングは、制限も有する；例えばＰＰＧ信号は、被検者の
動き、周囲照明（変化）、カメラノイズ等に対してセンシティブである可能性がある。
【００９４】
　図８は、本発明に従ってより正確かつ信頼性のある方法で、被検者の呼吸情報を取得す
るための更なる実施形態のデバイス１０ｅを示している。デバイス１０ｅは、図４のデバ
イス１０ｂと類似しており、同様の要素は同様の参照番号を有する。
【００９５】
　デバイス１０ｅは特に、被検者１２の皮膚部分２４から検出される、被検者１２の呼吸
情報に関連する第１の呼吸信号８０の抽出を可能にする第１の画像データのセット２２と
、被検者１２の身体部分２８から検出される、被検者１２の呼吸情報４８に関連する第２
の呼吸信号８２の抽出を可能にする第２の画像データのセット２６とを取得するための撮
像ユニット２０、特に第１の検出ユニット及び第２の検出ユニットを表すカメラを備える
。第１及び第２の呼吸信号８０、８２は、分析ユニット３０ｅによって抽出される。処理
ユニット３６ｅは、第１の品質指標の使用により第１の呼吸信号８０を重み付けし、第２
の品質指標により第２の呼吸信号８２に重み付けをして、重み付けされた呼吸信号８４を
重み付けされた動き信号８６と組み合わせて、重み付けされた組合せ呼吸信号８８を取得
する。抽出ユニット３８により、患者の最終的な呼吸信号９０、例えば呼吸数が取得され
る。
【００９６】
　したがって、この実施形態によると、呼吸運動によって抽出される呼吸信号を、ＰＰＧ
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信号から抽出される呼吸信号と組み合わせることにより、信頼性のあるカメラベースの呼
吸モニタリングが提供される。１つ以上のカメラを使用して被検者をモニタリングする。
取得されるビデオは、呼吸運動を示す身体の少なくとも２つの部分（例えば胸部及び／又
は腹部）と皮膚エリアの少なくとも１つの部分とを含む。取得されたビデオを分析し、呼
吸信号を２つの方法で検出する：１つは、呼吸運動の検出に基づくものであり、他方はＰ
ＰＧ信号からのものである。同時に個々の呼吸信号について品質指標を計算することが可
能である。呼吸信号に基づいても基づかなくてもよいが、２つのタイプの呼吸信号を組み
合わせて、出力の呼吸信号（及び品質指標）を導出することができる。複数の関心領域、
異なるカメラ又は他の（接触型若しくは非接触型の）センサからの呼吸信号と組み合わせ
ることも可能である。
【００９７】
　カメラベースの呼吸モニタリングについて、呼吸運動に基づく測定及びＰＰＧに基づく
測定は、特定の場合において異なる強さと制限を有するので、相互を補完して信頼性及び
ロバスト性を改善することができる。例えば新生児が浅い呼吸をする場合、動きに基づく
測定はあまり信頼性できない可能性があるが、ＰＰＧに基づく測定はより信頼性がある。
一方、周囲照明の変化（又は浅い効果）がある場合、ＰＰＧ信号を抽出するにはノイズが
多い可能性があるが、動きに基づく測定は、より信頼性がある可能性がある。
【００９８】
　被検者を（図８に示されるように）１つのカメラでモニタリングすることが可能である
。取得されるビデオは、呼吸運動を示す身体の少なくとも１つの部分（例えば胸部及び／
又は腹部）と、皮膚エリアの少なくとも１つの部分を含む。実際には、例えば複数のカメ
ラが使用されてもよく、１つのカメラが皮膚エリアにズームインしてＰＰＧを抽出し、他
のカメラが患者の胸部／腹部を見て、呼吸運動を測定する。取得されたビデオを分析して
、呼吸運動に基づいて及びＰＰＧ信号から、呼吸信号を導出する。同時に各呼吸信号につ
いて品質指標を計算することが可能である。品質指標を、呼吸信号自体に基づいて、ある
いはビデオから抽出される情報又は例えば信号対ノイズ比、呼吸信号の形状対予測される
生理学的パターン、動きアーチファクト等といった他のコンテキスト情報に基づいて計算
することができる。
【００９９】
　品質指標に基づいても基づかなくてもよいが、２つの呼吸信号を組み合わせて、出力の
呼吸信号（及び全体的な品質指標）を導出することができる。（例えば最良の品質を有す
るものを使用するという）論理や重み付けスキームといった様々な方法により、そのよう
な組合せを行うことができる。品質指標の閾値を定義することができる。閾値未満の品質
指標を有する呼吸信号は、「受け入れる（accepted）」とは見なされないことになる。一
実施形態において、簡単な組合せの方法は、良好な品質を有する信号を選択することであ
る。双方の信号が閾値未満の品質指標を有する場合、出力は存在しないことになる。別の
実施形態では、双方の信号が閾値超の品質指標を有する場合、より良好なものを選択する
代わりに、最終的な出力を、２つの信号の融合、例えば双方の信号の重み付けされた信号
とすることができ、この場合は、重み付けの係数は品質指標に依存する。
【０１００】
　さらに、単一のビデオストリーム内の又は複数の異なるカメラの（動きに基づく測定又
はＰＰＧに基づく測定のための）複数のＲＯＩをそれぞれ、信号の組合せのための入力と
して見なすことができる。
【０１０１】
　例えば圧力センサに基づく測定のように、他の接触型又は非接触型センサからの呼吸信
号を組み合わせることも可能である。
【０１０２】
　本発明を、図面及びその説明において図説し、説明してきたが、そのような図及び説明
は、限定ではなく例示又は実施例として解釈されるべきであり、本発明は、開示される実
施形態に限定されない。図面、本開示及び添付の特許請求の範囲の教示から、特許請求に
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係る発明を実施する際に、開示される実施形態に対する他の変形が当業者によって理解さ
れ、有効にされる可能性がある。
【０１０３】
　特許請求の範囲において、「備える（comprising）」という用語は、他の要素又はステ
ップを除外するものではなく、不定冠詞「a、an（ある）」は複数を除外しない。単一の
要素又は他のユニットが、特許請求の範囲に記載される幾つかのアイテムの機能を満たす
ことがある。特定の手段が相互に異なる従属請求項に記載されているという単なる事実は
、これらの手段の組合せを有利に使用することができないことを示すものではない。
【０１０４】
　コンピュータプログラムが、他のハードウェアとともに又はその一部として供給される
光記憶媒体又は半導体媒体といった適切な媒体に格納／分散されてよく、インターネット
や他の有線又は無線の電気通信システムを経由するような他の形式で分散されてもよい。
【０１０５】
　特許請求の範囲におけるいずれの参照符号も、その範囲を限定するものとして解釈され
るべきではない。
 

【図１ａ】 【図１ｂ】
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摘要(译)

本发明涉及呼吸速率和心率等生命体征信息的测量。特别地，提供了一
种用于获取被检体的生命体征信息（12）（10）的装置，该装置是与受
试者的第一生命体征（图4a相关联的第一生命体征信息信号第一检测单
元（2a），用于获得能够提取对象（12）的第二生命体征的第一检测数
据的集合（3a），第二检测单元一个信息信号的第二检测单元，用于获
取第二组检测数据，以允许（4B）（图3b）（2b）中，第一生命体征的
提取从该组第一检测数据（3a）的提取的信息信号（图4A），并从第二
组的检测数据（3b）的分析单元的第二生命体征信息信号，用于提取
（4b）的（5）中，第一生命体征信息信号（4a）的（6）用于组合第一
生命体征信息信号（4a）和第二生命体征信息信号（4b）以获得组合生
命体征信息信号包括从所述提取单元的组合生命体征信息信号（7），用
于提取的对象（12）的第一和第二生命体征的至少一种（8）。 选择图
图1a
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